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[ 臨床仏教公開講座 ]  お申し込み用FAXフォーム 03-3541-6747FAX

（所属団体名・寺院名・学校名など）

〒

一般 ・ 会員 ・ 学生 （いずれかに○をおつけください）
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受講料　全10回  一般28,000円　会員（全青協＆研究所）・学生25,000円

※受講のキャンセル（入金後の受講取り消し）　10月9日（木）まで
　やむを得ない事由で講座の受講ができなくなった場合、所定期日内にご連絡
　いただいた方に限り、手数料を差し引いた受講料の残額を返金いたします。
　なお、所定期日以降の返金はできません。

定　員　100名  ※先着順（お早めのお申し込みをお勧めいたします）

予約する
予約期間：9月1日（月）～10月3日（金）
お申し込み受付：　　　　03-3541-6746
　　　　　　　　　　　　03-3541-6747
　　　　　　　　　　　　thinktank@zenseikyo.or.jp

受講料を振り込む
10月8日（水）まで
受講料振込み依頼書を郵送いたしますので、期限内に郵便振替にてお振込み
ください。

受講証が届く
10月14日（火）の午前中までに受講証がお手元に届かない場合は、お手数
ですが事務局までご連絡ください。

講座に出席する
各回の授業の際に、受付で受講証をご提示ください。

電 話
F A X
メール
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お申し込み方法

大正大学
〒170-8470 東京都豊島区西巣鴨3-20-1

●都営地下鉄三田線…西巣鴨駅下車 徒歩2分
●JR埼京線…板橋駅東口下車 徒歩10分
●都電荒川線…新庚申塚駅または庚申塚駅下車 徒歩7分
《東京駅から／約30分》
●東京（山手線内）~巣鴨（都営三田線乗換）~西巣鴨
《羽田空港から／約60分》
●東京モノレール
羽田空港~浜松町（山手線乗換）~巣鴨（都営三田線乗換）~西巣鴨

●京浜急行（都営浅草線直通「エアポート快特」）
羽田空港~三田（都営三田線乗換）~西巣鴨

会場

臨床仏教師養成課程案内

臨床仏教師とは、現代社会の苦悩と向き合い、専門的な知識や実践経験をもとに行動する仏教者のことです。
臨床仏教研究所では、平成25年度に臨床仏教師資格の認定制度を設立しました。本公開講座終了後、さらに専門的に臨床仏教について学ぶ
意欲のある方々には、ワークショップや実践研修（OJT）を受けていただき、考査を経て臨床仏教師の資格を認定いたします。

実践研修（OJT）
＜100時間以上＞

実践研修（OJT）では、臨床仏教師として
活動するにあたり、今後必要な方途を現場
で学びながら習得していただきます。
研修は、次のような団体・現場を予定して
います。
例：養護施設・自立援助ホーム／介護施設／病院
　　各種団体（自死遺族支援団体／生活困窮者
　　支援団体／ひきこもり支援団体など）

実践
する

座学（公開講座）
＜15時間＞

臨床仏教公開講座において、以下の条件
を満たせば座学課程の修了となります。
修了者のうち希望者は、ワークショップ
課程に進んでいただくことができます。
●全10回の講座のうち、8回以上の出席
●全講座終了後にレポートの提出

知る、
学ぶ

ワークショップ
＜40時間＞

ワークショップ課程では、現場で活動す
るにあたって、対人関係の場面を想定し
たケアの技術の習得を目指します。
傾聴法やカウンセリングなど、活動のベー
スとなる技法を基礎から体系的に理解し、
実践研修へとつなげていただきます。
●全10回の講座のうち、8回以上の出席
●筆記および実技の考査

理解
する


